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第２回加古川市人権教育啓発推進審議会 議事録概要 

 

会 議 名 称 平成 28年度 第２回加古川市人権教育啓発推進審議会 

開 催 日 時 平成 28年９月 12日（月）午後２時 00分から午後３時 15分 

開 催 場 所 加古川市人権文化センター 大ホール 

出 席 者 ＜委員＞ 

石元 清英会長、岸本 敏和副会長、本多 彩委員、松本 一成委員、 

馬田 寿雄委員、草水 敏委員、大西 武美委員、藤本 堯委員、 

高松 朋子委員、藤井 一郎委員、塊原 沙里委員 

＜事務局＞ 

松本市民部長、佐藤人権施策担当部長、田中市民部次長、 

西田人権施策推進課長、末澤人権教育・啓発担当課長、 

岡田人権施策推進課副課長、福井教育・研修担当副課長、石澤総務係長、 

小林計画担当係長 

会 議 次 第 
１ 開会 

２ 議事 

  ・市民意識調査の内容について 

３ 閉会 

配 布 資 料 
１ 加古川市人権教育啓発推進審議会（第２回）次第 

２ 「加古川市人権に関する市民意識調査票」調査票修正案に対する意見 

３ 「加古川市人権に関する市民意識調査」調査票修正案 

４ 「市民意識調査の第１回審議会案からの変更点等まとめ」及び別表１ 

５ 「人権教育啓発推進審議会」の設置について 

６ 第１回議事録概要 

傍 聴 者 ０人 
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内 容 

 １ 開会 

  

 ２ 議事 市民意識調査の内容について 

  

（会長） 本日の議事の「市民意識調査の内容について」を事務局より説明願います。 

  

 ＜事務局説明＞ 

（事務局） 第 1回審議会でいただいたご意見を踏まえた変更点を中心に説明させてい

ただきます。 

 まず、市民意識調査の対象年齢ですが、選挙権年齢の引き下げもあり、対

象年齢を 18 歳に引き下げてはどうかというご意見がありましたが、県や近

隣市等では 20 歳以上での実施が多いことから、分析値の比較等を考慮し、

今回の対象年齢については 20歳以上とさせていただきます。 

 次に調査票の構成ですが、設問の組み立てについては人権課題ごとにする

ほうが分かりやすいという意見がありましたが、全体の設問数が増加し、回

収率に影響することが懸念されることから、人権課題を組み合わせた構成と

させていただきます。 

また、設問の形式ですが、複数選択をできるだけ少なくし、択一形式によ

る設問を多くしております。複数選択の場合は、必要数が選択できない場合

に回答が止まってしまうことも想定されますので、できるだけ回答しやすく

するために、今回の調査では択一形式を多くしております。 

それから前回調査との比較も可能な構成になっております。 

続いて、設問の変更等について説明させていただきます。 

前回の会議の中で出ました変更や削除等の意見を踏まえて、以前からある

人権課題に関する設問と比較的新しい人権課題に関する設問に整理して分

類しています。 

それから、今回提示しております修正案に対して、事前に委員の皆さまに

ご確認をお願いしていましたが、６件のご質問、ご意見がございました。 

１件目は「民間企業で知的な障がいがある人や精神に障がいのある人の雇

用が進まないこと」が人権侵害にあてはまるかという設問について、精神に

障がいのある人の症状についてと、身体障害者は含まれないのかという内容

のご質問でした。精神に障がいのある人について、雇用に関する厚生労働省

の規定では、精神障害者福祉手帳の交付を受けている者、もしくは統合失調

症・うつ病またはてんかんにかかっている者で症状が安定し、就労が可能な

状態にある者となっております。また、身体障害者については、民間企業の

障害者の採用状況では、身体障害者の方が約７割を占めておりますが、知的

障害者や精神障害者の雇用、特に精神障害者の雇用がまだまだ少ないことか

ら、今回の設問内容とさせていただきます。 
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そのほか５件につきましては、設問の文言についての訂正案をいただいて

おります。 

また、本日追加で４件のご質問、ご意見をいただいております。 

  

（会長）  前回審議会のご意見を基に市民意識調査の修正案を作りました。 

まず、「性的な被害を受けた女性に対して、周囲が非難すること」は人権

侵害にあてはまるかという設問については、より具体的に「性的な被害を受

けた女性に対して、「夜遅くに外出した」、「スキがあった」などと周囲が非

難すること」に、「ＨＩＶ感染を理由に、労働者が解雇されること」は人権

侵害にあてはまるかという設問については「ＨＩＶ感染を理由に、労働者が

採用されなかったり解雇されること」に加筆修正するということでよろしい

ですか。 

  

（各委員） （異議なし） 

  

（会長） 「高齢者の就職が困難であったり、労働条件が低くなること」が人権侵害

にあてはまるかという設問で、「能力に関係なく」という文言を入れてみて

はどうかというご意見ですが、これは能力が同じであろうと違っていようと

関係なくという意味ですか。 

  

（委員）  高齢者の方で非常に能力の高い方もおられるので、そのあたりを度外視し

てということも含めて、ここに「能力に関係なく」という文言を入れたほう

が分かりやすいのではないかという意味です。 

  

（副会長）  労働条件が低くなるという問いかけは疑問に思います。ここでは「人権侵

害にあてはまるか」に絞って整理しないと、議事が進まないと思います。 

  

（会長）  この設問は、高齢者の就職が困難であるという現状があり、労働条件が給

与の面で低く、それが高齢者の人権侵害にあてはまるのかどうかを問いかけ

ているものです。 

どうでしょうか。このままでいくということでよろしいですか。 

  

（各委員） （異議なし） 

  

（委員）  「夫が妻に身体的・精神的な暴力をふるうこと」は人権侵害にあてはまる

かという設問について、女性から男性へのＤＶもあるのではないかと思いま

した。 

  

（会長）  ＤＶ問題を議論する時に暴力は人権侵害にあてはまるかと聞くと、誰がし
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ても人権侵害にあてはまるという回答になると思います。別の聞き方だと質

問として生きてくるような気もしますが、人権侵害にあてはまるかという設

問に入れるのは大変難しいため、削除したいと思います。 

  

（各委員） （異議なし） 

  

（委員）  「非嫡出子が結婚に際して不利益を受けること」は人権侵害にあてはまる

かという設問はとても良いと思いますが、人によっては「非嫡出子」と言わ

れても問題の意味が分かりにくいと思います。括弧書きで「未婚の親から生

まれた子」としたほうが、問題の意味が多くの人に理解できると思います。 

  

（会長）  「非嫡出子」については、括弧書きで説明を加えます。 

次に、「児童ポルノを制作することは、児童虐待にあたる」について、あ

なたはどう思いますかという設問は、９割以上の人が「そう思う」と回答し

た調査結果もあるので削除し、代わりに「収入の低い家庭の子どもが大学に

進学できないのは、やむをえないことだ」という設問を追加しましたが、こ

の設問について、大学だけでなく高校も含めてはというご意見がありまし

た。高校も含めることについてはどうですか。 

  

（委員）  高校進学率は高いので、高校を含める必要はないと思います。 

  

（会長） では、このままでよろしいですか。 

  

（各委員） （異議なし） 

  

（会長）  次に、「あなたは、今までに自分の人権が侵害されたと思ったことはあり

ますか」という設問は、「あなたは、ここ５年くらいの間に自分の人権が侵

害されたと思ったことはありますか」と期間を限定するということでよろし

いですか。 

  

（各委員） （異議なし） 

  

（会長）  「子どもが３歳くらいまでは、母親の手で育てるべきだ」という考え方に

ついて、あなたはどう思いますかという設問を、「子どもが３歳くらいまで

は、母親が育てるべきだ」と修正してはどうかというご意見がありましたが、

それでよろしいですか。 

  

（各委員） （異議なし） 
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（会長）  家族に関わる設問で、高齢者の認知症について入れてはというご意見があ

りました。認知症は深刻な問題で、ストレートに問いかけることは人によっ

ては抵抗がある設問になると思います。設問として作るのは難しいのです

が、こういう聞き方をしてはどうかというものがあればご提案いただきたい

と思います。 

次に、「憲法により義務ではなく、「国民の権利」と定められているのはど

れだと思いますか」という設問は、憲法についての理解を正しく答えた人と

そうでない人を比較すると、正しく答えた人は人権意識が高く、その傾向が

はっきりと出るので設問に入れました。 

 そして、「これまでの学校で差別や人権に関する教育について受けたこと

がありますか」という設問は、教育を受けたことがある人とない人の違いを

比較できるので、学校での人権教育の成果の検証にもなります。 

 続いて、「あなたの親類が結婚したいと思っている相手が同和地区の人で、

そのことを理由に家族から結婚を反対されていることについて、あなたが相

談を受けた場合、あなたならどのような態度を取ると思いますか」という設

問を、「結婚相手が同和地区の人であるということを理由に、家族から結婚

を反対されている親類がいます。あなたがその方から相談を受けた場合、ど

のような態度を取ると思いますか」と文章構成を変更してはというご意見が

ありましたが、それでよろしいですか。 

  

（各委員） （異議なし） 

  

（会長）  「ここ５年くらいの間に同和問題に関して、次のような発言を直接聞いた

ことがありますか」という設問は最近他の自治体でも行っております。それ

を聞いてどう感じたかについて、「その通りと思った」、「そういう見方もあ

るのかと思った」という回答を合わせると５割を超える調査結果がありま

す。そこで、加古川市の現状を検証するために設問に入れました。 

 次に、「中学・高校の女子生徒の制服がスカートに限定され、ズボンが認

められていないこと」は人権の観点から問題があると思いますかという設問

の変更案として「性別によって制服が限定されていること」としてはという

ご意見をいただいています。設問の意図は、ＬＧＢＴのＴ（トランスジェン

ダー）で、身体で決められた性別に違和感を持つ方が実際におられます。女

性という性別に違和感を持つ方が女性の性別の象徴のスカートをはくこと

はすごく苦痛ですので、典型例のスカートを取り上げたいと思います。設問

についてはこのままでいきたいと思いますが、よろしいですか。 

 そして、新たに「国際的にみて、日本が難民の受け入れに消極的であるこ

と」、「ヘイト・スピーチに対して法的な罰則が設けられていないこと」、「妊

娠した女性に親や夫の親などが、出生前診断を受けるように要求すること」

は人権の観点から問題があると思いますかという設問を追加しましたが、よ
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ろしいですか。 

 続いて、「携帯やスマホ、パソコンなどのインターネット上で、下記のよ

うな書き込みについてどう思いますか」という設問で、「携帯やスマホ、パ

ソコンなどのインターネット上で、下記のような書き込みや行為についてど

う思いますか」と「行為」を加えてはどうかというご意見については、その

ように変更したいと思いますが、よろしいですか。 

  

（各委員） （異議なし） 

  

（会長）  全体を通していかがですか。戻ってもらっても結構です。 

  

（委員） 「憲法により義務ではなく「国民の権利」と定められているのはどれか」

という設問で、選択肢に国民投票について等、もう１～２項目入れると、権

利か義務か迷いながら回答するので良いと思います。 

  

（会長）  これは全国との比較を考えて全く同じ聞き方にしています。確かにいろい

ろと工夫をして、市民に対して啓発をするという意味では良いのですが、比

較を考えると同じ聞き方にする必要があるので、このままでいきたいと思い

ます。よろしいですか。 

  

（各委員） （異議なし） 

  

（委員）  調査対象者に、大まかに職業を聞いてはいけないのでしょうか。 

  

（会長）  個人情報を意識する方が多くなり、職業を聞くと回収率が落ちたりもしま

すので、最近は職業をあまり聞かないです。ほかに何かありますか。 

  

（委員）  今回の意識調査では、若い人達の意識をできるだけ詳しく知りたいです。

そこから今後の課題がおのずと見えてくると思います。 

  

（委員）  対象者は全くランダムに抽出するのですか。男女や年齢はどうですか。 

  

（会長）  加古川市の人口の男女比と年齢別の構成を反映して抽出します。 

それでは、この内容で調査票を修正し調査に入っていきたいと思います。

実施と回収はいつ頃になる予定ですか。 

  

（事務局）  市民意識調査の今後のスケジュールですが、本日審議いただいた内容につ

いて修正し、10月上旬には郵送で送付する予定です。調査票の回収期間は概

ね２週間程度と考えています。回収後、集計・分析作業を行い、次回の審議
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会で集計結果についてご審議いただきたいと考えています。 

  

 ３ 閉会 

  

 


